
天童市ってどんなところ？

利便性のよい土地
・山形県の東部に位置
・雄大な自然や山々に囲まれている
・2本の国道の交差地点
・山形空港まで約10分でアクセス可能
・天童駅には山形新幹線が停車

行政【住環境の整備】【子育て支援政策】に力を
入れている

名前の由来
天童市の象徴とも言われる舞鶴山に、天から二人の童
子が舞い降りてきたという言い伝えから

観光面の魅力
【温泉】、活発な農産物をはじめとする【食】、織田
氏と関わりの深い【歴史】

明治大学創設者の一人、宮城浩蔵先生の出身地
⇒ このことが縁で2010年に明治大学との連携

協定を締結

宮城浩蔵の生涯
1852年 出羽国にて天童藩士の家に生まれる

1870年 西洋兵学を学ぶため上京、箕作麟祥（ジョン万次郎にも学んだ英学者）に
師事。貢進生に選出され、大学南校に入学

1876年 司法省明法寮を卒業し、パリ大学に入学

1880年 仏リヨン大学に転学し、法学士号を取得して帰国。大審院検事となる

1881年 岸本辰雄・矢代操とともに明治法律學校を創設

1886年 司法省参事官となる

1890年 刑法改正案起草委員となる。第一回衆議院選挙に山形1区で当選

1893年 逝去

主な著書

『刑法講義』
(1885年)

『刑法正義』
(1893年)

【天童市紹介パネル】



天童市×宮城浩蔵
天童市は宮城先生の故郷

→ 様々なところで宮城先生に関する展示も

見られる

胸像 旧東村山郡資料館に設置。旧家と思われる武家屋敷方面を向いている

博物館のコーナー展示 天童市にゆかりのある人物としてコーナーも

学習支援室 天童駅前の一室にある市内の青少年のための学習室には、

宮城先生の写真も飾られている

天童市×ふるさと納税
天童市の納税額

・平成30年度の寄付総額は約19億円

→平成26年度から特産品返礼を開始

・平成28年度、ふるさと納税に関する

ルールが変更される

１．返礼品は特産物が好ましい

２．返礼額は３０％未満が好ましい 改正後、返礼額が減少している



天童市×ふるさと納税
天童市の返礼品

特産品の返礼として、フルーツや

将棋駒、日本酒、お米等がある

グラフからも分かる通りフルーツの

比率が高い

→ その中でもさくらんぼ、桃の

比率は合わせて60％を超えている

返礼品の内訳

天童市×子育て支援
第三子以降保育料無料化

高校三年生までの医療費無料化

子育て未来館「げんキッズ」

・2015年設立

・市内外から多くの親子が訪れ、

年間利用者は約30万人

・子供の遊び場・幼児の一時預かりルームを提供

・ヨガ教室やバレエ教室などのイベントも開講

・遊び場は年齢によって分けられており、

発達段階に配慮されたつくりになっている



天童市×食
天童市は農業が非常に盛んであり、さくらんぼ、ラ・フランス、ぶどうなどの

果物や「天童牛」が名産である。

１．手打ち 水車生そば

・文久元年（1860年）創業の

地元でも有名な老舗蕎麦屋

・そば打ち体験ができる

人気の観光スポット

天童市のおすすめグルメスポット

２．王将果樹園

・さくらんぼ・ぶどう・桃・りんごなどのくだもの狩りが楽しめる

山形県内最大級の観光果樹園

・たくさんの地元の方や観光客に愛され、2016年で30周年を迎えている



天童市×将棋駒
将棋にこだわった街づくり

・天童市は将棋駒の生産量全国第一位

国の伝統工芸品に指定されている

・将棋資料館で歴史を学ぶことができる

街中には駒を型どった装飾が多い

将棋関連のイベント

◆人間将棋

天童桜まつりにて、人間を駒に見立てて将棋を行うイベント

◆二千局盤来2018

一会場で同時に行った将棋の最多対局数のギネス記録に挑戦

約5000人の参加者を迎えた

天童市×史跡
天童市立旧村山郡役所資料館

・天童織田藩関連資料や明治維新前後の資料を中心に約240点を展示

・明治天皇の行在所としても使われた由緒ある建造物

・明治大学創設者の一人、宮城浩蔵先生の銅像がある

三宝寺と織田家御霊屋

・織田宗家の菩提寺で、織田信長をはじめ代々の藩主や家族の位牌などが安置されている

・当時の宣教師が描いたもので、最も似ているとされる信長の肖像画も置かれている

若松寺

・飛鳥時代末の和銅元年(西暦708年）に行基菩薩が開山した霊場

・室町時代には最上三十三観音札所の第一番に位置づけられ、

「縁結びの観音様」で有名になった現在も毎年多数の巡礼者が訪れている

・門前町の面影が残る若松街道沿いの家並みと、対照的に山の向こうに広がる

天童の街並みを同時に見ることができる


